
 

 

【８月】 

３日（木）NHK全校学校音楽コンクール茨城県 

大会（ひたちなか文化会館） 

４日（金）TBS こども音楽コンクール（クラフトシビ

ックホール土浦） 

11日（金）山の日 

13日（日）～15日（火）学校閉庁日 

25日（金）・28日（月）オンライン朝の会 

26日（土）第２回環境整備活動 

※ この他、7年生は職場見学、８年生は職場体験、

９年生は高校見学が個別に予定されています。 

【９月】 

１日（金）夏休み明け開始日（給食あり） 

６日（水）・７日（木）５年生宿泊学習（白浜） 

14日（木）・15日（金）笠間市新人体育大会 

22日（金）１・２年遠足（アクアワールド大洗） 

29日（金）３・４年遠足（かみね動物公園） 

 

 

 

 

 

４月からの３か月半、学校教育へのご理解とご協力に心から感謝申し上げます 

今年度がスタートして、３か月半が過ぎました。今年度の目標を立て、新しい気持ちで新たなスタートを 

切った子どもたちが、仲間や先生方との触れ合いの中で、心身共に育っていく様子が学校中に見られました。幼かった１年生が、

幼かった１年生が、今では、授業中自分の考えを発表したり、ノートをとったり、チャレンジテストに挑戦 

したりしている姿に感動します。２年生も、すっかりお兄さん・お姉さんらしくなり、1年生の手本になるべく行動しているところ

が素晴らしいです。このように、どの学年の子どもたちも、数え上げたらきりがないほど、成長したこと、うれしかったこと、よ

かったことがあふれた３か月半でした。何より、大きな事故やけがもなく、子どもたちが元気で安全に過ごせたことがよかったで

す。42日間にわたる夏休みも、規則正しい生活を送るとともに、家族で楽しい夏の思い出をつくっていただけたらと思います。 

創作部展「ばら」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季休業中の予定 

【７月】 

21日（金）夏季午前４時間授業（全学年） 

スケートボード教室（３年・ムラサキパーク） 

人権教室（６年） 

陶芸教室（８年・大津晃窯） 

陶芸教室（７年・本校） 

二者・三者面談（午後） 

24日（月）夏季午前４時間授業（全学年） 

     防災教室（６年） 

     二者・三者面談（午後） 

25日（火）夏季午前４時間授業（全学年） 

     涸沼川水（５年） 

二者・三者面談（午後） 

26日（水）夏季午前４時間授業（全学年） 

     涸沼川浄水場見学（４年） 

戦争と平和を考える朗読会（５年） 

学校保健安全委員会 

二者・三者面談（午後） 

学校教育目標 人間力を高め、未来にはばたく児童生徒の育成 

学園だより  令和５年７月 18日  第 10号 みなみ学園義務教育学校 

合言葉    私たちの最上位目標は、子どもの幸せ 

 創作部顧問の先生方は、「自分たちで主体的に考えて、活動の見通しを

もちながら意欲的に制作活動に取り組んでいて素晴らしい！」と創作部

員の皆さんを褒めています。春先から、絵画だったり立体だったり、いろ

いろな「ばら」を制作しているな、と思っていたら、６月末より創作部展

「ばら」が図書室前で開催されました。一人一人の個性があふれ、作品に

心がこもっているとともに、細かな部分までアイデアが施されていて、と

ても素敵な作品ばかりです。今は、11月 17日に行われるみなみフェステ

ィバルに向けて、みんなでアイデアを出し合っているとのこと。創作部の

皆さんは、みなみフェスティバルを盛り上げる活躍を見せてくれること

でしょう。 



 国境を越えて交流  ～8年生が中国上海交大思源教育研究院のみなさんと～ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 
熱中症警戒アラート発表中！ 

7 月 10 日から夏本番の暑さになりました。

熱中症警戒アラートが発表された日は、外で遊

ぶことができません。子どもたちは、読書をし

たり、折り紙を折ったり、涼しい室内で過ごし

ています。３年生の子どもたちは、今年度初め

て習う「理科」の単元「ゴムや風の力」で作っ

た車で、学習のふり返りをしながら楽しく遊ん

でいました。友達にアドバイスをしたり、折り

合いをつけたりしながら、３年生は低学年ブロ

ックリーダーとして活躍しています。 

 ７月 11日、８年生が、上海の上海交大思源教育研究院（しゃんはいこうだいしげんきょういくけんきゅういん）の子どもたち

25名（６歳から 15歳までで、本校と同じです！）と国際交流しました。この学校では、異文化体験を通して国際的な視野を広げ

るため、中国語のほか、日本語と英語も毎日勉強しているのだそうです。午前中は、技術・家庭科（家庭領域）の｢浴衣の着方教

室｣を体験しました。「京扇」の着付け講師の方が優しく丁寧に着方を教えてくださり、子どもたちは、自分で浴衣を着ることが

できるようになりました。写真には、満足そうな、うれしそうな笑顔があふれています。午後からは陶芸教室を行われ、６年生

から陶芸を経験しているみなみの子どもたちは、端末を使って説明するなど、上海交大思源教育研究院の子どもたちの制作をサ

ポートしました。はじめはぎこちなかった交流も、時間がたつにつれ打ち解け合い、帰りのバスのお見送り場面では、バスから

身を乗り出して手を振る上海の子どもたちと、両手を振って別れを惜しむみなみの子どもたちの姿に、目頭が熱くなりました。

また交流ができるといいです。 

 

 各学年の廊下などに掲示されている作品には、子どもたちの学習の成果や心の成長が表現されていて、素晴らしいです。上記５作

品は、６、７、９年生（なんと英語で）が作った短歌です。日常生活についての素直な気持ちも伝わってきて、とても癒されます。 

                                                    （文責：野尻） 


